
　
昨
年

月

日

に
特
定
個
人
情
報

保
護
委
員
会
に
お

い
て
、
「
特
定
個

人
情
報
の
漏
え
い

そ
の
他
の
特
定
個

人
情
報
の
安
全
の

確
保
に
係
る
重
大

な
事
態
の
報
告
に
関
す
る
規

則
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
と

と
も
に
、
「
事
業
者
に
お
け

る
特
定
個
人
情
報
の
漏
え
い

事
案
等
が
発
生
し
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
」
な
ど
が
改

正
さ
れ
た
。

　
こ
の
「
特
定
個
人
情
報
」

と
は
「
個
人
番
号
を
そ
の
内

容
に
含
む
個
人
情
報
」
を
い

い
、
個
人
番
号
単
体
も
「
特

定
個
人
情
報
」
に
な
り
、「個

人
情
報
」
は
生
存
す
る
個
人

に
関
す
る
情
報
で
あ
る
こ
と

が
前
提
で
、
原
則
と
し
て
死

者
に
関
す
る
情
報
は
含
ま
れ

な
い
。

　
「
個
人
番
号
」
を
一
定
の

法
則
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や

ひ
ら
が
な
に
変
換
し
た
も

の
、
「
個
人
番
号
」
を
一
定

の
法
則
で
並
び
替
え
た
も
の

等
も
「
個
人
情
報
」
に
該
当

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
対
応
に
つ
い
て
」
で
は

報
告
す
べ
き
『
重
大
な
事

態
』
と
し
て

　
イ
、
漏
え
い
・
滅
失
・
毀

損
又
は
番
号
法
に
反
し
て
利

用
・
提
供
さ
れ
た
特
定
個
人

情
報
に
係
る
本
人
の
数
が
１

０
０
人
を
超
え
る
事
態

　
ロ
、
特
定
個
人
情
報
フ
ァ

イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
特
定
個

人
情
報
を
電
磁
的
方
法
に
よ

り
不
特
定
多
数
の
者
が
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
と

な
り
、
か
つ
、
そ
の
特
定
個

人
情
報
が
閲
覧
さ
れ
た
事
態

　
ハ
、
不
正
の
目
的
を
も
っ

て
、
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ

ル
に
記
録
さ
れ
た
特
定
個
人

情
報
を
利
用
し
、
又
は
提
供

し
た
者
が
い
る
事
態
な
ど
が

例
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
厳
重
に
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
個
人

番
号
」
で
あ
る
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
で
は
、
法
人
に
は
法

人
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
個
人
に
は
個
人
事
業

者
で
あ
っ
て
も
「個
人
番
号
」

の
み
で
「個
人
事
業
者
番
号
」

は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
法
人
番
号
は
フ
ル
オ
ー
プ

ン
で
あ
っ
て
然
る
べ
き
だ

が
、
「個
人
番
号
」し
か
与
え

ら
れ
な
い
個
人
事
業
者
は
そ

う
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。

取
引
先
そ
の
他
の
関
係
者
に

は
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
法
人
の
社
長
の
個
人
番

号
は
厳
重
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
保
た
れ
、
個
人
事
業
者
の

個
人
番
号
に
は
成
り
す
ま
し

の
問
題
も
含
め
て
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
無
い
の
か
と
い
う

問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
「対
応
に
つ
い
て
」

で
示
さ
れ
て
い
る
例
示
で

は
、
個
人
事
業
者
の
安
全
が

保
た
れ
る
か
は
甚
だ
心
も
と

な
く
、
個
人
事
業
者
番
号
の

創
設
が
最
善
と
考
え
る
。

　
日
税
連
も
税
制
改
正
建
議

に
お
い
て
、
個
人
事
業
者
番

号
の
導
入
を
主
張
し
て
お

り
、
税
政
連
に
お
い
て
も
、

創
設
に
伴
う
問
題
点
が
な
い

か
ど
う
か
を
確
認
し
、
個
人

事
業
者
の
困
惑
や
個
人
情
報

保
護
に
抵
触
し
か
ね
な
い
事

例
等
を
挙
げ
、
そ
の
実
現
を

よ
り
一
層
強
く
国
会
に
訴
え

て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

あいさつする渡邉会長

東京税理士会　会長　西村　新

　熊本地震により被害に遭われた皆様に対しま

して、心よりお見舞いを申し上げますとともに、

亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げま

す。

　本会では、現地の一日も早い復旧・復興を願

い、その一助となるよう会員各位から義援金を

募り、日税連を通じて南九州税理士会に贈るこ

とといたしました。つきましては、下記により

義援金にご協力を賜りますよう何卒宜しくお願

い申し上げます。

⑴募金一口　５，０００円
※振込手数料は各自でご負担下さい。

※寄付金控除の対象にはなりませんので、ご理

解下さい。

⑵振込口座　みずほ銀行　新宿支店
　　普通預金　２４６７５５２

へいせい ねんくまもと じ しんさいがい ぎ

　　「東京税理士会　平成 年熊本地震災害義
えんきんぐち

　　　援金口」

⑶締切日　平成 年６月 日（木）
※税政連会員からの声として紹介します。

妻の実家がある益城町は壊滅状態です。是非、東京税

理士会の義援金にご協力ください。　

（北沢税政連会員・Ｋ．Ａ）

　
本
連
盟
は
、
中
小
企
業
関
係

団
体
等
と
の
幅
広
い
連
携
を
重

点
施
策
の
一
つ
と
し
て
い
る

が
、そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

３
月

日
に
東
京
税
理
士
会

（
以
下
、
東
京
会
）
と
の
共
催

に
よ
り
、
今
回
で
通
算

回
目

を
迎
え
る
「
中
小
企
業
関
係
団

体
と
の
懇
談
会
」を
開
催
し
た
。

　
ま
ず
第
１
部
は
、
東
京
会
及

び
本
連
盟
が
「
平
成

年
度
税

制
及
び
税
務
行
政
の
改
正
に
関

す
る
意
見
書
」
の
説
明
を
し
た

後
、
各
中
小
企
業
団
体
か
ら
意

見
及
び
資
料
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
各
中
小
企
業
団
体
か

ら
は
、
税
法
上
に
お
け

る
中
小
企
業
の
定
義
に

つ
い
て
、
資
本
金
の
額

だ
け
で
な
く
、売
上
げ
、

従
業
員
数
な
ど
を
含
め

慎
重
に
検
討
す
べ
き
と

の
発
言
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
東
京

税
政
連
の
坂
田
政
策
委

員
長
は
、
「
外
形
標
準

課
税
の
拡
大
は
、
中
小

企
業
の
定
義
に
関
わ
っ
て
く
る

問
題
だ
し
、
「
大
綱
」
は
中
小

企
業
の
定
義
を
広
げ
る
話
を
し

て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
関
し
て

は
、

年
度
の
税
制
改
正
の
山

に
な
る
の
で
は
」
と
指
摘
し
、

中
小
企
業
関
係
団
体
の
足
並
み

を
揃
え
る
必
要
性
に
つ
い
て
も

言
及
し
た
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
団
体
か
ら

は
、
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の

評
価
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
、
事
業
承
継
に
影
響
を
来
す

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
第
２
部
の
意
見
交
換
で
は
、

消
費
税
の
軽
減
税
率
に
つ
い

て
、
東
京
会
の
意
見
を
説
明
し

た
後
、
各
中
小
企
業
団
体
か
ら

軽
減
税
率
へ
の
要
望
、
意
見
、

取
り
組
ん
で
い
る
対
策
な
ど
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　
各
中
小
企
業
団
体
か
ら
は
、

来
年
の
４
月
か
ら
の
軽
減
税
率

制
度
や
平
成

年
度
か
ら
導
入

さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の

混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
に
万
全

の
対
策
を
取
る
な
ど
と
し
た
現

実
対
応
の
発
言
が
多
く
あ
っ

た
。
そ
の
一
方
で
、
実
際
問
題

と
し
て
は
、
法
案
審
議
や
Ｑ
＆

Ａ
が
発
行
さ
れ
る
の
も
今
後
で

あ
り
、
ま
ず
、
軽
減
税
率
制
度

の
詳
細
な
理
解
が
必
要
で
あ

り
、
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て

は
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
と
し
た

団
体
が
多
か
っ
た
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い

て
、
東
京
会
・
𡈽
屋
調
査
研
究

部
長
が
説
明
し
た
の
に
加
え

て
、
本
連
盟
の
坂
田
政
策
委
員

長
か
ら
は
、
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
導
入
さ
れ
た
際
に
免
税
事

業
者
が
取
引
か
ら
排
除
さ
れ
る

恐
れ
」
に
つ
い
て
補
足
説
明
が

あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
坂
田
政
策
委
員
長

は
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
は
、

「
消
費
税
の
免
税
点
が
実
質
無

く
な
る
こ
と
と
イ
コ
ー
ル
で
は

な
い
か
」
と
も
述
べ
る
な
ど
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
閉
会
の
挨
拶
は
、
本
連
盟
の

渡
邉
会
長
が
行
い
、「中
小
企
業

の
活
性
化
、
中
小
企
業
の
た
め

に
は
、
今
後
も
何
か
問
題
が
あ

れ
ば
中
小
企
業
関
係
団
体
が
集

ま
り
意
見
交
換
を
」
と
呼
び
掛

け
、
懇
談
会
を
終
了
し
た
。

【
開
催
日
・
場
所
】

平
成

年
３
月

日
、
ス
ク
ワ

ー
ル
麹
町

【
テ
ー
マ
】

平
成

年
度
税
制
改
正
要
望
に

つ
い
て
、
複
数
税
率
（
軽
減
税

率
）
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

【
出
席
団
体
】

　
日
本
商
工
会
議
所
、
東
京
商

工
会
議
所
、
全
国
商
工
会
連
合

会
、
東
京
都
商
工
会
連
合
会
、

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会

参
院
選
の
推
薦

候
補
８
名
決
定

　
本
連
盟
は
４
月

日
に
第
２

回
推
薦
審
査
会
を
開
催
し
、
本

年
７
月

日
に
任
期
満
了
を
迎

え
る
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙

に
お
け
る
候
補
者
の
第
二
次
推

薦
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

　
今
回
の
審
査
で
は
、
東
京
選

挙
区
（
改
選
数
６
名
）で
３
名
、

全
国
比
例
区
で
３
名
の
推
薦
候

補
を
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
。

　
な
お
、
昨
年
８
月

日
に
開

催
し
た
第
１
回
推
薦
審
査
会
で

は
第
一
次
推
薦
候
補
と
し
て
、

片
山
さ
つ
き
議
員
の
推
薦
を
決

定
し
て
い
る
。ま
た
、４
月

日

付
で
推
薦
審
査
会
の
書
面
審
議

を
行
い
第
三
次
推
薦
候
補
と
し

て
、
蓮
舫
議
員
の
推
薦
を
決
定

し
た
。

【
東
京
選
挙
区
】

◇
中
川
　
雅
治
（
現
・
自
民
）

◇
竹
谷
と
し
子
（
現
・
公
明
）

◇
小
川
　
敏
夫
（
現
・
民
進
）

◇
蓮
　
　
　
舫
（
現
・
民
進
）

【
全
国
比
例
区
】

◇
片
山
さ
つ
き
（
現
・
自
民
）

◇
前
田
　
武
志
（
現
・
民
進
）

◇
大
河
原
雅
子
（
前
・
民
進
）

◇
白
　
　
眞
勲
（
現
・
民
進
）

（
以
上
、
敬
称
略
、
順
不
同
）

陳
情
の
あ
り
方
を
討
議

東
日
本
６
税
政
連

役
員
連
絡
協
議
会

　
今
回
で
通
算

回
目
を
迎
え

る
東
日
本
６
税
政
連
役
員
連
絡

協
議
会
が
４
月
７
日
、
仙
台
市

・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
で

開
催
さ
れ
た
＝
写
真
。

　
参
加
団
体
は
、
北
海
道
、
東

北
、
関
東
信
越
、
東
京
地
方
、

千
葉
県
の
各
税
政
連
及
び
本
連

盟
で
、
幹
事
団
体
は
東
北
税
政

連
が
務
め
た
。

　
当
日
は
、「東
日
本
大
震
災
の

復
旧
・
復
興
の
現
状
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
震
災

か
ら
５
年
が
経
っ
て
も
尚
傷
跡

が
生
々
し
く
残
る
被
災
地
の
視

察
を
行
っ
た
後
、
「
税
政
連
の

当
面
の
課
題
に
つ
い
て
」
（
今

後
の
税
制
改
正
に
お
け
る
陳
情

の
あ
り
方
）
を
中
心
議
題
と
し

て
協
議
を
行
っ
た
。

　
会
議
で
は
議
題
の
ほ
か
、
①

消
費
税
の
軽
減
税
率
へ
の
対

応
、
②
官
邸
主
導
で
対
応
が
難

し
か
っ
た
平
成

年
の
税
制
改

正
の
陳
情
の
仕
方
、
③
各
単
位

税
政
連
の
財
政
問
題
等
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
・
情
報
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　
本
連
盟
は
４
月

日
に
開
催

し
た
単
位
税
政
連
及
び
後
援
会

会
長
・
幹
事
長
会
議
の
中
で
、

第
一
部
で
は
「
選
挙
関
連
法
」

に
関
し
、
日
本
税
政
連
・
国
対

副
委
員
長
（
本
連
盟
・
国
対
委

員
長
）
の
遠
藤
潔
氏
を
講
師
に

迎
え
て
、
「
後
援
会
・
税
政
連

の
選
挙
運
動
の
た
め
の
サ
ブ
ノ

ー
ト
（
日
税
政
・
国
対
委
員

会
）
」
に
基
づ
い
て
研
修
を
行

っ
た
。

　
第
二
部
の
後
半
で
は
、
鈴
木

財
務
委
員
長
が
、
本
連
盟
の
財

政
問
題
を
中
心
に
報
告
し
、
財

政
基
盤
を
強
固
に
す
る
た
め
、

会
員
数
の
増
強
を
お
願
い
し

た
。

　
ま
た
、
現
在
の
財
政
状
態
の

説
明
を
行
っ
た
後
、
配
付
資
料

「
今
後
の
主
な
収
入
・
支
出
の

予
測
（
平
成

年
度
～
）
」
を

提
示
し
た
。
そ
し
て
、
現
状
の

支
出
規
模
を
維
持
し
た
活
動
を

継
続
す
る
た
め
に
、
単
位
税
政

連
会
長
に
全
体
で
最
低
で
も
平

成

年
度
の
会
員
数
に
６
０
０

名
を
加
え
た
増
強
を
お
願
い
し

た
。

　
さ
ら
に
、
柴
崎
組
織
委
員
長

か
ら
は
、
「
単
位
税
政
連
の
活

動
」
の
議
題
の
中
で
、
「単
位
税

政
連
へ
の
加
入
促
進
運
動
」
に

つ
い
て
、
各
単
位
税
政
連
の
会

員
数
の
増
加
を
図
る
た
め
に
、

本
連
盟
の
役
員
が
各
支
部
に
出

向
き
、
税
政
連
の
Ｐ
Ｒ
を
単
位

税
政
連
と
連
携
し
進
め
て
い
く

な
ど
の
提
案
説
明
を
行
っ
た
。

　
本
連
盟
の
財
政
の
中
心
は
、

単
位
税
政
連
か
ら
の
会
費
収
入

に
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、
右
肩

下
が
り
で
減
少
し
て
お
り
、
そ

の
不
足
分
を
補
完
す
る
た
め
、

急
き
ょ
、
緊
急
サ
ポ
ー
ト
募
金

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
（
１
面
参
照
）
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